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ot ZOOM カフェ r先輩に朋こう！先輩と話そう！」 to 
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2月6 日（土）に「コロナ禍の学校」と「養護教諭の仕事」をテーマに Zoom カフェを開催し、本
)j 

ot 学卒業生で現職の養護教諭として働く4名の先輩方にお話をいただきました。 to 
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↑ 第一部健康教育専攻特別研究コロナウイルスプロジェクト「コロナ禍の学校」 g。

ot . 』
コロナ禍の学校での予防策は、手洗いうがいやマスクの着用、換気など基本的な部分を徹 II 〇＄ 底して行っていることが分かった。また、マスクやアルコール消毒等はアレルギー対応を起こす g。

ot 生徒もいるため、使用を最小限にしたり、種類を変えたりして対応している。さらに、自粛期間 g。

〇＄ で乱れた生活リズムを整えることを目的として、メディアコントロ ールにも力を入れている。使 g。

ot 用場所や器具の消毒は、先生方に協力していただいて分担しながら行っている。高等学校では 』
[ 

• 生徒も積極的に消毒活動に携わり、学校全体で予防意識を高めることにつながっている。 ： 
』［し ◇質疑応答◇ ・

ot Q1．歯みがきはどうしているか。 ． 』
ll . I A1'7ti.,1.,--r,;ffm1,Tl.\� =E.--r,;n��;-T�T,7-i.fik' . · I )j A1．うがいで代用している、手で口をおさえてみがく、

0名 水道の使用時間や場所を学年ごとにずらし、うがいは水を吐き出す時には姿勢は低くす ごo

『 るよう指導している。 t[ 
『 Q2．コロナ禍で保健室対応の仕方の変化や環境づくりで注意すべきことはなにか。 to 

『 A2．発熱者がでた場合は、体温計の使い分け（非接触型・脇下）、部屋を隔離している。ベット ］ 
ot シーツは使い捨てのものを使用したり、洗うものを分けて洗濯をしたりしている。毛布など洗 ごo

ot うのが難しいものは除菌スプレーを使用するなど、常に清潔にするようにしている。 g。
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